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第９号 平成２９年９月２６日発行（文責）校長 井津 京香 

 先日の学習参観・懇談会に、お忙しい中ご参加いただきましてありがとうございました。アイデアを出しながらオ

リジナルの作品を作る姿や友達と話し合い、自分の考えをまとめる姿など、発達段階に応じた「学ぶ姿」をご覧いた

だけたと思います。学習したことが定着するためには家庭学習の地道な取組も重要です。 

「家庭学習チャレンジハンドブック」を参考にされて 

ご家庭でも励ましと支援をよろしくお願いします。 
 

 

 

南曽根中学校区「ふやそう笑顔ミーティング」で決まった『あいさつと笑顔で広げるくさみの輪』のスローガンの

もと、『いじめ０をめざした取組』について話合いが行われました。そして、ともだちが いやがる言葉を言ったり、

行動をしたりしないことを、一人一人が実行していくことに決まりました。 

いじめは、子ども達の心身の健全な発達に重大な影響を及ぼす深刻な問題です。これからも、子ども達の様子に目

配り気配りをし、アンテナを高くしていじめを防止するとともに、早期発見・早期対応・適切な解決に努めてまいり

ます。もし、ご心配なことなどありましたら、いつでも、ご相談ください。 

 

 

今年も５年生が、人の命を助けるための大切な役割を 

担うということを意識して、救急救命法（心肺蘇生法） 

について消防士（救急隊）の方に指導していただきまし 

た。人間は、心肺が停止すると１５秒で意識がなくなり、 

３～４分で脳の細胞が死ぬそうです。救急隊が到着する 

まで、心臓の動きや呼吸を補助してあげることで、脳に 

酸素を送り脳の細胞を助けることができるそうです。そうすれば、命が助か

る（蘇生する）確立が高まるそうです。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

昭和２０年８月９日午前１１時２分  

長崎で被爆体験をされた校区在住の方に 

ご講話いただきました。 

一口の水さえも飲めない状況で「みん 

なで生きよう。助け合おう。つらくても 

頑張ろう。」と励まし合いながら、そして、誰かが助けてくれると信じながら

生きてきた体験を、一言一句、内に秘めた強い思いを込めて語ってください

ました。「地球は一つ。世界中のみんなが幸せになってほしい。」雨森さんの願い 

 

 

 

 

 

 

 

２ 月 ５年生 社会見学 

４ 水 ５，６年生 陶芸教室 

５ 木 
１，２年生 生活科見学 

 （到津の森公園） 

６ 金 
フッ素塗布  2,3 年希望者 

クラブ活動 

11 水 和の膳（１０月生まれ） 

13 金 
６年生 陸上記録会 
（戸畑区 鞘ヶ谷競技場） 
＊雨天 17日（火）に延期 

16 月 
４年生   （２校時） 
連合音楽会の校内発表会 
３年生 ｶﾙﾋﾞｰｽﾅｯｸｽｸｰﾙ 

17 火 
１年生 

くさみ幼稚園との交流会 

19 木 
４年生小倉南区連合音楽会 
（小倉南生涯学習センター） 

午後の７番に出演します 

20 金 
１年生 朽網保育園との交流会 

クラブ活動 

25 水 

６年生 理科「地層教室」 
就学時健康診断（新１年生） 
受付開始：１３：２０～ 

 １，２年生：13:10頃下校 
３年生以上：通常通り 

26(木)～27(金)５年生 自然教室 

30 月 ３年生 社会見学 

31 火 

３年生 国際理解学習 
  ハロウィン体験 
４年生 環境学習 
  水晶山の源流～朽網川 

30（月）～11/2（木）学校開放週間 

11/１（水）人学習参観・講演会 

11/９（木）５年生 球技大会 

        会場：朽網小学校 

11/18（土）土曜日授業 

マラソン大会 避難訓練 

学校教育目標 
 

徳・知・体の調和のとれた

人間性豊かな実践力のあ

る子どもの育成 

学校だより 

１０月行事予定 

「クリーンアップ東朽網」の活
動により、運動場が蘇りました。
お忙しい中、お手伝いくださっ
たみなさん、ありがとうござい
ました。 

６年生 平和学習 雨森さんの被爆体験講話 ９月７日（木） 

第３回 代表委員会 ９月８日（金） 

・友達がみんな亡くなるのはとても悲しいことだったと思います。あっては

ならないことだと思います。 

・今、私達はあたりまえのように水を飲んでいます。あたりまえにできるこ

とがとても幸せだということを忘れずに、一つ一つを大切にしたいです。 

・修学旅行で、戦争のことをたくさん知って、いろいろな人に戦争は絶対に

やってはいけないと伝えたいです。 

・「ありがとう・いいよ・ごめんね」は、大切な言葉だと思います。 

・ぼくは、これから世の中の人をみんな仲よしにできるように、何か少しで

も役に立ち、今より平和にしていこうと思いました。 

―こんな子どもたちに育てたい― 

自分が好き・友達が好き・先生が好き・学校が好き 

○ やさしく、仲良く助け合う【いじめ０】（徳） 

豊かな心とたくましく生きる力をもつ子ども 

○ かしこく（知） 

進んで学び,よく聞き,深く考え,表現できる子ども 

○ たくましく（体） 

体力づくりに励み,健康でたくましい子ども 

５年生 「スクール救命士」になろう！ ９月２２日（金） 

生き続けたいと願っている子の命が失われてい 

く状況に、直接かかわりました。尊い命を何とか 

助けたいと思いましたが、叶いませんでした。 

皆さんには、将来の可能性がたくさんあります。 

その可能性を開花させるために、自分の命を大切にしてください。これからも、

親、兄弟姉妹、家族、友達や周りの人を大切にしてください。救急隊の方より 


